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図表３－２－２　夜間保育所の実施か所数

年　　　度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

実施か所数 58か所 64か所 66か所 69か所 72か所

資料：厚生労働省雇用均等・児童家庭局調べ
（注）平成19（2007）年度については、７月１日現在。

　夜間の保育需要への対応を図るため、開所時間がおおむね午前11時から午後10時までである
夜間保育所に対して、保育所運営費において定員によって定まる保育単価に加え、夜間保育所
単価を加算している。
　夜間保育については、「子ども・子育て応援プラン」において、平成21（2009）年までに140か
所で実施することを目標に掲げており、平成19（2007）年７月１日現在で、72か所の夜間保育所
が設置されている。（図表３－２－２）

　従来、乳幼児健康支援一時預かり事業として実施されていたところであるが、平成19（2007）
年度から、新たに病児・病後児保育事業として実施しており、子どもが発熱等の急な病気と
なった場合に病院・保育所等に付設された専用スペースにおいて一時的に預かる「病児・病後
児保育事業」実施か所数は735か所となっている。また、児童が通う保育所において、入所児童
が体調不良になった場合に対応する「病児・病後児保育事業（自園型）」の実施か所数は253か所
となっている。

　平成19（2007）年度から、新たに「放課後子どもプラン」として、各市町村において教育委員会
が主導して、福祉部局と連携を図り、文部科学省の「放課後子ども教室推進事業」と厚生労働省
の「放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）」とを一体的又は連携して実施する総合的な放
課後対策を推進している。
　放課後児童健全育成事業は、保護者が就労等により昼間家庭にいない小学校に就学している
おおむね10歳未満の児童に対し、授業の終了後に児童館、学校の余裕教室などを利用して適切
な遊びや生活の場を提供するものである。原則としてすべての小学校区での実施を目指してお
り、平成19（2007）年度の実施か所数は、16,685か所であった。（図表３－２－３）
　また、放課後児童クラブにおける母子家庭等の優先的利用については、平成15（2003）年３月
に「保育所の入所等の選考の際における母子家庭等の取扱いについて」の通知において、保護者
の就業や求職活動、職業訓練などを行うことができるよう、各放課後児童クラブにおいて優先
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